
 

 

事例２ ＩＣＴ端末を活用して「地域の人々との関わり」を見える化し、考えを広げ深める事例  

○学年   第５学年 

○主な内容 内容「Ａ家族・家庭生活」⑶「家族や地域の人々との関わり」ア(ｲ)イ 

○事例のポイント 

 ①地域の人々との関わりをマップにすることで、「誰と」「どのような関わりがあるか」に目を向 

  けて考えることができるようにする。 

 ②題材の導入と終末で地域の人々との関わりについて考えることで、題材を通して学んだことを 

  生かして考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

 ③デジタル付箋と共有ボードを活用することにより、グループ毎の考えを共有しやすくする。 

 

１ 題材名 「共に生きる地域での生活～一年生とわたしたち～」 内容Ａ⑶ア(ｲ)イ 第５学年   

 

２ 題材について 

 ⑴ 児童について（省略） 

 ⑵ 題材について  

本題材は、「Ａ家族・家庭生活」の⑶家族や地域の人々との関わり」における幼児など地域の人々

との関わりに関する題材である。地域の人々との関わりについて、課題をもって、地域の人々との協

力の大切さを理解し、地域の人々との関わりに関する基礎的・基本的な知識を身に付け、よりよい関

わりを考え、工夫することができるようにすることをねらいとしている。ここでは、地域の人々との

関わりとして、低学年の児童（一年生）と交流することを通して、異なる世代の人々との関わりにつ

いて扱っている。 

高学年となった児童は、縦割り班活動や通学班などの場面で低学年に関わることが多くなっている。

低学年と積極的に関わることができる児童もいるが、どのように関わったらよいか分からないまま、

一緒にいるだけにとどまっている児童もいる。来年度は、６年生として縦割り活動の中心となり、低

学年に関わる機会も多くなるため、第５学年で本題材を設定した。本題材を通して、「一年生とより

よく関わるためには、どうしたらよいだろうか。」という課題を設定し、総合的な学習の時間「みん

なにこにこ交流会」に向けての一連の活動を通して、本題材で育てたい資質・能力に見方・考え方

「協力」の視点で迫れるようにしていく。また、本題材は、中学校学習指導要領家庭分野内容Ａ⑵「幼

児の生活と家族」、イ「幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫すること」にも発展していく

内容であると考える。 

 

 

⑶ 指導について 

  指導に当たっては、まず第１時で「生活かかわりマップ」を作成する活動を通して自分の生活と地

域の人々との関わりを振り返る。生活をよりよくするための地域の人々との様々な関わりに気付くこ

とで、地域の人々の協力や支えがあって自分たちの生活が成り立っていることが具体的な場面から理

解できるようにする。そして、地域の人々の中でも幼児や低学年の児童に目を向け、第２時につなげ

ていきたい。第２時では、身近な幼児・低学年として、一年生との関わりについて自分の生活を振り

返り、問題を見いだして課題を設定する。ここでは、共通の課題「一年生とよりよく関わるためには、

どうしたらよいだろうか。」を提示し、これまでの一年生との関わりから個人の課題を設定する。こ

れまでの関わりや、自分たちが一年生のときに高学年がどのように関わってくれていたかを振り返る

ことで、よりよい関わり方について考えることができるようにする。第３時では、「みんなにこにこ

交流会」の計画を立てる。交流会での内容はグループごとに考え、役割を分担する。その後、第２時

で設定した自分の課題に合わせてどんな関わり方の工夫をするか考えるようにする。また、事前に一

年生の先生にインタビューをしたり、一年生の休み時間の様子を観察したりして、一年生の実態を知

り、計画に生かすことができるようにしたい。実践活動の準備や交流会は、総合的な学習の時間で行

う。第４・５時では、交流会に向けた一連の活動について、計画や実践を通して考えたことなどを発
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表し合う場を設定する。発表の際は、ＩＣＴ端末などを活用しながら、自分たちが工夫した点につい

て具体的に説明できるようにしたい。計画を評価・改善した後、第２時に設定した自分の課題につい

て振り返る。そして、今回の学習活動を生かして、これからの生活でどのように地域の人々（幼児・

低学年）と関わっていくか考え工夫することができるようにしていきたい。 

 

３ 題材の目標 

⑴ 家庭生活は地域の人々との関わりで成り立っていることが分かり、地域の人々との協力が大 

切であることを理解する。                       〈知識及び技能〉 

⑵ 地域の人々（低学年の児童）とのよりよい関わりについて問題を見いだして課題を設定し、 

様々な解決方法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなどして課題を解決する

力を身に付ける。                     〈思考力、判断力、表現力等〉 

⑶ 家族の一員として、生活をよりよくしようと、地域の人々(低学年の児童)との関わりについ 

て、課題の解決に向けて主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し、 

実践しようとする。                    〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

・家庭生活は地域の人々との 

 関わりで成り立っているこ 

 とが分かり、地域の人々と 

 の協力が大切であることを 

 理解している。 

 

 

地域の人々（低学年の児童）と

のよりよい関わりについて問題

を見いだして課題を設定し、

様々な解決方法を考え、実践を

評価・改善し、考えたことを表

現するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

家族の一員として、生活をより

よくしようと、地域の人々（低

学年の児童）との関わりについ

て、課題の解決に向けて主体的

に取り組んだり、振り返って改

善したりして、生活を工夫し、

実践しようとしている。 

 

５ 題材の指導と評価の計画（５時間扱い） 

〔１〕地域の人々との関わりを見つめよう                   本時 １時間 

〔２〕一年生との関わり方を工夫しよう～「みんなにこにこ交流会」を開こう～     ２時間 

〔３〕地域の人々とのよりよい関わりについて考えよう                ２時間 

小
題
材 

時

間 
○ねらい ・学習活動 

評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
を 

 
 
 

見
つ
め
よ
う 

１
（
本
時
） 

〇家庭生活は地域の人々
との関わりで成り立っ
ていることが分かり、地
域の人々との協力が大
切であることを理解す
る。 

・「生活かかわりマップ」
を作り、自分と地域の
人々との関わりを振り
返る。 

・地域の取組について知
り、地域の人々の思いに
ついて考える。 

①家庭生活は地
域の人々との
関わりで成り
立っているこ
とが分かり、地
域の人々との
協力が大切で
あることを理
解している。 

 （ワークシー
ト、発言） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

 

一
年
生
と
の
関
わ
り
方
を
工
夫
し
よ
う
～ 

「
み
ん
な
に
こ
に
こ
交
流
会
」
を
開
こ
う
～ 

２ 〇一年生との関わりにつ
いて問題を見いだして、
課題を設定することが
できる。 

・通学班や縦割り班活動な
どこれまでの一年生と
の関わりを振り返る。 

・一年生との関わりについ
て問題を見いだし、課題
を設定する。 

・一年生と今の自分を比
べ、気付いたことについ
て話し合う。 

・一年生の先生にインタビ
ューしたり、一年生の休
み時間の様子を動画に
撮ったりして調べる。 

 ①一年生との関
わりについて
問題を見いだ
して課題を設
定している。 

 （計画・実践記
録表、行動観
察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①一年生との
よりよい関
わりに関す
る課題の解
決に主体的
に取り組も
うとしてい
る。 

 （ポートフォ
リオ、行動観
察） 

 
 
 
 
 
 
②一年生との
よりよい関
わりに関す
る課題解決
に向けた一
連の活動を
振り返って
改善しよう
としている。 

 （ポートフォ
リオ、行動観
察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③一年生との
よりよい関
わりについ
て工夫し、実
践しようと
している。 

 （ポートフォ
リオ、行動観
察） 

３ 〇交流会での一年生との
関わり方について、実践
の計画を考え、工夫する
ことができる。 

・グループで交流会のプロ
グラムや各自の分担を
決める。 

・各自の役割や関わり方の
工夫について考える。 

 ②一年生とのよ
りよい関わり
について、実践
に向けた計画
を考え、工夫し
ている。 

 （計画・実践記
録表、行動観
察） 

 
 

実践活動：「みんなにこにこ交流会」の実践（総合的な学習の時間） 

地
域
の
人
々
と
の
よ
り
よ
い
関
わ
り
に
つ
い
て 考

え
よ
う 

４ 
・ 
５ 

〇一年生とのよりよい関
わりについて、発表し合
い、実践を評価・改善す
る。 

・交流会を振り返り、計
画・実践記録表にまとめ
る。 

・写真や動画を見せなが
ら、実践発表会で報告し
合う。 

・よりよく関わるためにど
うしたらよいかを考え
る。 

・第１時の学習を振り返
り、地域の人々との関わ
りをよりよくするため
に、これから自分ができ
ることを考える。 

 ④一年生とのよ
りよい関わり
についての課
題解決に向け
た一連の活動
について、考え
たことを分か
りやすく表現
している。 

 （計画・実践記
録表、行動観
察） 

③一年生とのよ
りよい関わり
について、実践
を評価したり、
改善したりし
ている。 

 （計画・実践記
録表） 

 

６ 本時の学習指導（本時 １／５） 

 ⑴ 目標 

・家庭生活は地域の人々との関わりで成り立っていることが分かり、地域の人々との協力が大 

 切であることを理解する。                      〈知識及び技能〉 

 

 



 

 

 ⑵ 展開 

時

間 
学習活動 

指導上の留意点（・）評価規準（◇） 

【評価の観点】（評価方法） 手立て（→） 

５ 
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１ これまでの学

習や生活を振り

返り、本時の課題

を知る。 

・地域…家庭生活 

の周りにある家

族以外の人やも

の、施設のこと。 

・学習課題の把握 

 

 

 

２ グループで「生

活かかわりマッ

プ」を作成する。 

 

 

 

 

①「地域で生活して

いる人」を付箋

（黄）に書く。 

②①で書いた人た

ちと「どんなとき

に関わるか」を付

箋（ピンク）に書

いて関係してい

る人の近くに貼

る。 

③他に「地域で行わ

れていること」が

あれば、付箋（ピ

ンク）に書く。 

 

 

 

 

 

３ 地域の取組に

ついて知り、地域

の人々の思いに

ついて考える。 

 

 

  

・家庭科のこれまでの学習を振り返り、「自分、家族、家庭」を中心

に生活について考えてきたことを確認する。 

・市内の行事の様子（写真）を示し、地域で生活することや活動し

ている具体的な場面が想起できるようにする。 

・「地域」という言葉について確認する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・関わりについて考えるために、グループで「生活かかわりマップ」

を作成することを伝える。 

・活動の流れについてスライドを用いて説明する。 

・①では、年齢や何をしている人かなどに着目して考えを広げるこ

とで、異なる世代の人々（幼児や高齢者など）が共に生活してい

ることに気付くことができるようにする。 

・②では、いつ、どこで、何をするときに関わっているのかに着目

して考えを広げることで、地域の人々が共によりよい生活のため

に関わっていることに気付くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様々な年齢の人々との関わりやいろいろな場面での関わりを見付

けたグループを取り上げて、考えを共有できるようにする。 

 

・広報誌の記事「町内会の活動紹介」を示し、自分たちの生活と地

域の人々との関わりについて知ることができるようにする。 

・マップ作りの活動や町内会の記事を振り返り、地域がこのような

関わりや活動をしている理由や思いについて考え、ワークシート

に書くことができるようにする。 

 

学習課題 

わたしたちは、だれとどのように関わりながら生活しているのだろ

うか。 

事例のポイント① 

地域の人々との関わりをマップにすることで、「誰と」「どの

ような関わりがあるか」に目を向けて考えることができるよ

うにする。 

事例のポイント

③ 

デジタル付箋

と共有ボード

を活用するこ

とにより、グル

ープ毎の考え

を共有しやす

くする。 
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４ 本時の学習を

まとめ、振り返

る。 

・（例）わたしたち

は、家族だけでな

く、地域の人々と

協力し、助け合い

ながら、よりよい

生活を送ること

ができるように

している。 

・本時の学習を振り

返って考えたこと

や努力したことに

ついて書く。 

 

◇家庭生活は地域の人々との関わりで成り立っていることが分

かり、地域の人々との協力が大切であることを理解する。 

【知識・技能】①（ワークシート、発言） 

おおむ

ね満足

できる

状 況

（Ｂ） 

家庭生活をよりよくするために、地域の人々が関わり合 

っていることが分かり、地域の人々と関わることの大切

さについて理解している。 

→「生活かかわりマップ」を振り返り、具体的な場面か

らどうしてそのような関わりがあるのか考えること

ができるようにする。 

 

・本時の学習をまとめる。 

・これまでの生活を振り返り、自分は地域の人々とどのように関わ

ってきたかを考え、ワークシートに書くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の振り返りを書くようにする。 

・地域には、幼児や高齢者など、様々な人々が生活していることか

ら、次時から一年生との関わり方を考え、工夫することを通して、

地域の人々とのよりよい関わりについて学習していくことを確認

する。 

 

７ 学習評価の具体例 

＜ワークシートの一部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント② 

題材の導入と終末で地域の人々との関わりについて考えること

で、題材を通して学んだことを生かして考えを広げたり深めた

りすることができるようにする。 

わたしたちは、だれとどのように関わりながら生活しているのだろうか。 

【知識・技能】① 

※「十分満足できる」状況（Ａ）と判断し

た児童の具体的な例 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域の人々との協力が大切であることを理

解し、家庭生活を「快適・安全」などの視

点で捉えて、「よりよい生活」の場面につい

て具体的に記述していることから、「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）を上回る「十分

満足できる」状況（Ａ）と判断した。 

自分たちの町や市など地域をきれいに

して快適に過ごせるようにしたり、災害

などに備えて安心・安全に生活できるよ

うにしたりするために活動していると思

います。そのために、協力したり助け合

ったりしているのだと思います。 

自分たちの町や市など地域の生活
をよりよくするために活動している
と思います。そのために、協力した
り助け合ったりしているのだと思い
ます。 

 

地域 



 

 

８ 指導の実際  

①地域の人々との関わりをマップにすることで、「誰と」「どのような関わりがあるか」に目を向

けて考えることができるようにする。 

「よりよい関わり」について考えていく

ためには、自分が生活の中で地域の人々と

どのように関わってきたかについて具体的

に「相手」や「関わり」を捉えることが大

切である。 

 「誰と」（相手）や「どのような関わり」

といった視点から地域の人々との関わりを

マップにして見える化し、考えを広げるこ

とで、地域の人々の協力や支えがあって自

分たちの生活が成り立っている場面を具体

的に想起できるようにした。 

 

②題材の導入と終末で地域の人々との関わりについて考えることで、題材を通して学んだことを

生かして考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

第１時で、具体的な地域の人々と

の関わりについて想起した後、終末

で、自分はどのような関わりをして

いたのか、これまでの生活を振り返

る場面を設定する。 

 そして、地域には、幼児や高齢者

など、様々な人々が生活しているこ

とから、第２時からは一年生との関

わり方に焦点を当てて考え、工夫し、

実践することを通して、地域の人々

とのよりよい関わりについて学習し

ていく。 

 第５時の終末では、今一度地域の

人々との関わりに目を向け、これま

での実践で学んだことを自分の生活

に結び付けて、これからの生活でどのように生かしていきたいか考える場面を設定する。 

  このように「これまでの地域の人々との関わり」→「一年生との関わり（実践）」→「これか

らの地域の人々との関わり」と学びが結び付くように題材を構成していく。 

 

③デジタル付箋と共有ボードを活用することにより、グループ毎の考えを共有しやすくする。 

 ＩＣＴ端末を活用して、共有ボー

ド上で「生活かかわりマップ」を作

成する。共有ボードを活用し、グル

ープで作成することで、友達の考え

から具体的な場面を広げやすくする。 

 また、グループ毎の考えを共有す

る際、児童が自分のＩＣＴ端末で他

のグループの考えを効率的に共有す

ることができ、より多くの考えに触

れる機会をつくることができる。 

 【第５時】題材の終末 

 

 【第１時】題材の導入 


